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古賀市文化芸術振興

アクションプラン

平成２６年

古賀市
古賀市教育委員会

いま　おこすとき
～文化芸術のまちづくりの主役はあなたです～



古賀市文化芸術振興計画概要

今ある宝をいかす 眠った宝を起こす 人にやさしいまちづくり
～すべての人にとって文化が
　　　身近に楽しめるまち～

ざわめきづくり
～観光・産業振興と文化～

見
つ
け
る

〇古賀市の文化芸術資
源、自然景観、文化芸術
の振興を担う人材の素晴
らしさを再認識し、市民
が誇れる財産とします。

〇生活の中にある「ひと、もの、
こと」など、市民にとっては当た
り前でも視点を変えると魅力的な
ものを掘り起こします。
〇子どもの視点を取り入れ、地域
の魅力を発見します。

〇子どもの健やかな育ちの
ために文化芸術の力をいか
し、子育て世代の保護者の
ための文化芸術を展開する
「子育てしやすい文化のま
ち古賀」を目指します。

〇新たな視点で魅力を発見
し、市内外に発信します。

い
か
す

〇既存の文化芸術資源、自然景観等をいかし、同時に新た
な魅力の発見に努めます。
〇文化振興を担う人材の支援として、既存の団体の活性化
と新しい団体の創生を支援します。
〇市民が文化芸術活動の場として様々な公共施設や民間施
設を活発に利用できるよう、施設活用策や活用に対する支
援を検討します。

〇古賀市が誇れる文化芸術資源、自然景観、文化芸術の振
興を担う人材を市内外の方に知っていただけるよう、捉え
方・見せ方の工夫を行い、古賀市の新しい文化的な魅力を
広く伝えられるよう積極的に発信します。

〇「起こす」と「興す」の振興に力をいれ、市民一人ひとり
が、個人、団体、古賀市に対する誇りを持ち、高められるよう
努めます。

〇自分自身だけで完結せず、培った技能、能力、知識
を、周りに発信、伝承、還元するための機会を充実さ
せ、豊かな古賀市を引き継いでいくことに努めます。

古賀市の個性を起こす 古賀市の新しい魅力を興す

 古賀市には、文化芸術、文化財、自然景観、またそれらに関
わる人など、多くの宝が存在します。これまで古賀市に寄与
し、支えてきた宝をより一層輝かせ、いかしていくとともに、
まだその価値が見出されず眠ったままの宝を呼び起こしていく
ことに努めます。

 古賀市には、環境を整え、豊かな教育によって新しく
うまれる未知なる宝が多く存在しています。全ての人に
とって文化が身近に楽しめるよう、幅広い支援を行うと
ともに、観光・産業振興等にも文化芸術の視点から興し
ていけるよう努めます。

誇りをおこす

 文化芸術を通して、個性を起こし、新しい魅力を興すことで、誇りが生まれます。その誇りは、人生・生活の質(QOL)
を高め、自尊感情の高まりにつながり、生きる力となっていきます。また、自身や古賀市に対する誇りから地域に寄与
する気持ちが生まれ、本計画の目的である「文化芸術を生かして人やまちを元気にすること」につながります。そのた
めにも、「起こす」「興す」の振興に力をいれ、おこした誇りを次世代へ引き継いでいけるよう努めます。

文化芸術を通して誇りをおこす おこした誇りを次世代に引き継ぐ

〇世代間、市内の各地域
間、近隣市町とのつながり
や国際交流の場面で文化芸
術を通じた交流を促進しま
す。

〇「新たな魅力を発見し、
発信できる人材」を養成
し、文化の仕掛け人やコー
ディネーターとしていかし
ます。守

る

〇文化芸術資源、自然景観、伝統ある芸能や行事等、また
それらに関する知識、技能、資料等、古賀市の誇れる宝を
後世に残すよう努めます。

環境づくり
 文化芸術に関わる様々な活動の活性化を図るため、交流、連携の促進をし、文化芸術において、これから活動をしよう
とする人々を支援し、すでに活動している人にはより活動しやすい環境づくりに努めます。

〇文化に関する情報の収集・提供を一元化し、コーディネート機能の充実を図ります。
〇文化と教育、福祉、観光など他のジャンルとつなぐ「文化の仕掛け人（コーディネーター）」の育成をします。
〇古賀市の文化芸術環境について市民が語り合える場を設け、古賀市民の文化環境の向上を図ります。
〇文化に関わる様々な活動を行う団体・個人の交流を図り、行政・企業・学校・地域等と団体と連携が持てるように支
援を行います。
〇施設整備を行い、文化芸術活動がしやすい環境づくりに努めます。

〇文化芸術の力をすべての
人がよりよく生きるために
いかすと同時に、元気なシ
ニア層のパワーを文化のま
ちづくりに活用します。

〇「農」と「芸術」、
「商」と「文化」等の異業
種を組み合わせることで、
お互いの新たな魅力を発見
し、活性化を図ります。

伝
え
る



古
賀
市
文
化
芸
術
振
興
計
画
　
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

市
民
が

お
こ
す

団
体
が

お
こ
す

短
期

短
期

短
期

長
期

長
期

長
期

・
近
隣
都
市
と
の
広
域
的
な
文
化
施
設
の

連
携
を
図
り
、
情
報
交
換
の
場
を
設
け
ま

す
。

・
文
化
芸
術
活
動
を
行
な
う
人
や
団
体

を
、
行
政
が
行
う
事
業
に
、
積
極
的
に
活

用
し
ま
す
。

・
文
化
芸
術
に
関
す
る
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
に
家
族
で
参
加
し
よ
う
。

・
文
化
芸
術
を
と
お
し
て
、
世
代
間
交
流
や
国
際
交
流
を
楽
し
も
う
。

・
行
政
校
区
で
の
文
化
事
業
の
取
り
組
み
等
の
情
報
を
共
有
し
、
地
域
で
の
文
化
芸
術

の
活
性
化
を
図
ろ
う
。

・
団
体
が
行
う
活
動
に
、
障
が
い
者
と
の
交
流
や
世
代
間
交
流
・
国
際
交
流
な
ど
を
取

り
入
れ
よ
う
。

・
先
入
観
に
と
ら
わ
れ
ず
、
新
し
い
発
想
や
魅
力
を
日
常

生
活
の
中
で
見
つ
け
よ
う
。

・
積
極
的
に
子
ど
も
が
文
化
芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
作
ろ

う
。

・
新
た
な
文
化
芸
術
活
動
の
取
組
み
に
挑
戦
し
よ
う
。

・
地
域
の
公
民
館
や
身
近
な
施
設
を
活
用
す
る
と
と
も

に
、
古
民
家
等
利
用
可
能
な
場
所
を
開
拓
し
、
文
化
活
動

の
場
と
し
て
活
用
し
よ
う
。

・
児
童
館
や
図
書
館
等
、
幼
児
期
か
ら
子
ど
も
が
文
化
芸
術
に
触
れ
る
場
所
を
提

供
し
ま
す
。

・
文
化
芸
術
活
動
に
託
児
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
推
進
し
ま
す
。

・
子
育
て
世
代
、
シ
ニ
ア
世
代
、
障
が
い
者
・
外
国
人
等
が
活
躍
で
き
る
、
文
化

芸
術
の
学
び
の
場
を
支
援
し
ま
す
。

・
ア
ー
ト
バ
ス
、
子
ど
も
ア
ー
ト
教
室
な
ど
子
ど
も
が
文
化
芸
術
に
親
し
む
機
会

を
学
校
と
連
携
を
図
り
、
提
供
し
ま
す
。

・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
授
乳
室
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
ス
ロ
ー
プ
な
ど
、
様
々
な

人
が
使
い
や
す
い
施
設
に
し
ま
す
。

・
団
体
の
交
流
を
行
い
、
互
い
に
認
め
合
い
、
高

め
あ
お
う
。

・
文
化
芸
術
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
体
験
講
座

や
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
実
施
を
活
性
化
し
よ
う
。

・
市
内
で
行
わ
れ
る
文
化
芸
術
活
動
に
参
加
し
よ

う
。

・
文
化
芸
術
を
テ
ー
マ
と
し
た
意
見
交
流
を
行

い
、
文
化
芸
術
活
動
を
楽
し
も
う
。

人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

～
す
べ
て
の
人
に
文
化
が
身
近
に
楽
し
め
る
ま
ち
～

今
あ
る
宝
を
い
か
す 今

こ
そ
、
文
化
芸
術
で
古
賀
市
を
元
気
に
す
る
時
で
す
、
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う

行
政
が

お
こ
す

・
歴
史
資
料
館
等
文
化
施
設
を
活
用
し
た

学
習
の
機
会
を
設
け
ま
す
。

・
文
化
芸
術
活
動
団
体
の
活
動
紹
介
や
、

歴
史
的
な
文
化
財
等
、
市
内
外
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
、
新
聞
、
広
報
等
様
々
な
メ

デ
ィ
ア
を
使
い
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

・
子
ど
も
た
ち
が
見
つ
け
た
地
域
の
魅
力
を
、
市
内

外
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

・
中
学
校
美
術
部
や
古
賀
竟
成
館
高
等
学
校
ベ
ー

シ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
と
の
連
携
を
は
か
り
、
ま

ち
づ
く
り
に
活
か
し
ま
す
。

・
近
隣
都
市
圏
の
文
化
芸
術
事
業
を
調
査
研
究
し
、

新
た
な
視
点
で
事
業
を
再
生
し
ま
す
。

・
地
域
で
の
文
化
芸
術
活
動
の
活
性
化
を
め
ざ
し
、

公
民
館
や
新
た
な
場
所
を
開
拓
し
ま
す
。

古
賀
市
の
個
性
を
起
こ
そ
う

古
賀
市
の
新
し
い
魅
力
を
興
そ
う
　
　
　

眠
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誇
り
を
お
こ
す
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文
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術
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け
ま
す
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の

 

宝
を
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す

 

守
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文
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術
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宝
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守
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ま
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み
ん
な
で
古
賀
市
の
宝
を
起
こ
す
ス
パ
イ
ラ
ル
を
積
極
的
に
展
開
し
よ
う

 
 

～
古
賀
市
文
化
芸
術
振
興
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
は
～

  
 

 
本
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、
古
賀
市
文
化
芸
術
振
興
計
画
に
基
づ

き
、
古
賀
市
に
お
け
る
文
化
芸
術
振
興
の
計
画
的
な
推
進
を
す
る
た

め
、
市
民
・
団
体
・
行
政
が
今
後
１
０
年
間
取
り
組
ん
で
い
く
具
体

的
な
活
動
を
明
記
し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
本
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

は
、
多
く
の
方
に
思
い
を
共
有
し
て
い
た
だ
き
、
共
に
取
組
ん
で
い

た
だ
く
た
め
の
啓
発
誌
の
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。
本
プ
ラ
ン
を

基
に
、
１
０
年
間
、
共
に
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
。
 

 記
載
し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
推
進
状
況
を
、
古
賀
市
文
化
芸
術

審
議
会
に
お
い
て
確
認
を
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
本
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
は
計
画
期
間
を
平
成
３
５
年
ま
で
と
し
て
い
ま
す
が
、
平
成

３
０
年
（
２
０
１
８
年
）
ま
で
に
見
直
し
を
同
審
議
会
に
お
い
て
行

い
ま
す
。
 

古
賀
市
文
化
芸
術
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

 
こ
れ
っ
て
ど
ん
な
意
味
？

 

●
市
民
・
団
体
・
行
政
と
は
 

 

 
市
民
と
は
、
市
内
に
居
住
、
通
勤
及
び
通
学
す
る
並
び
に
市
内
を
活
動
の
場
と
す
る
個
人
。
団
体

と
は
、
市
内
の
企
業
、
学
校
、
民
間
非
営
利
団
体
及
び
地
域
団
体
等
。
行
政
と
は
、
古
賀
市
の
行
政
。
 

●
行
政
が
お
こ
す
、
短
期
・
長
期
と
は
 

 
短
期
と
は
、
本
計
画
が
策
定
さ
れ
る
平
成
２
６

(２
０
１
４

)年
～
平
成
３
０

(２
０
１
８
年

)年
ま

で
に
行
政
が
取
組
み
た
い
こ
と
で
す
。
長
期
と
は
，
行
政
が
平
成
２
６

(
２
０
１
４

)年
か
ら
１
０
年

を
通
し
て
で
じ
っ
く
り
取
り
組
み
た
い
こ
と
で
す
。
平
成
３
０

(２
０
１
８

)年
に
は
、
短
期
の
取
組

み
状
況
を
確
認
し
、
後
期
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
考
え
ま
す
。
 

●
文
化
芸
術
に
お
け
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
と
は
 

 
文
化
芸
術
に
接
す
る
機
会
や
関
心
が
な
い
人
々
に
対
し
、
文
化
芸
術
へ
の
興
味
と
関
心
を
も
た
せ

る
た
め
に
文
化
芸
術
活
動
を
し
て
い
る
側
か
ら
働
き
か
け
る
訪
問
支
援
な
ど
の
様
々
な
活
動
。
 

●
公
募
型
補
助
金
と
は
 

 
団
体
の
自
主
的
・
自
発
的
な
活
動
を
奨
励
す
る
補
助
金
。
補
助
金
の
目
的
に
適
し
た
活
動
や
企
画

を
行
っ
て
い
る
団
体
を
募
集
し
、
審
査
通
過
し
た
団
体
に
の
み
、
補
助
金
を
交
付
。
 

文
化
芸
術
を
い
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
市
民
・
団
体
・
行
政
が
共
に
、
「
宝

を
起
こ
す
ス
パ
イ
ラ
ル
」
を
取
組
み
、
豊
か
な
ま
ち
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
 

古
賀
市
の
宝

 
 



短
期

短
期

長
期

長
期

お
気
軽
に
、
お
声
か
け
く
だ
さ
い
(
お
問
い
合
わ
せ
先
）
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賀
市
生
涯
学
習
推
進
課

古
賀
市
中
央
公
民
館

サ
ン
フ
レ
ア
こ
が
(文

化
財
係
)

古
賀
市
立
歴
史
資
料
館

古
賀
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

古
賀
市
主
催
　
文
化
芸
術
事
業
に
つ
い
て

リ
ー
パ
ス
プ
ラ
ザ
・
研
修
棟
に
つ
い
て

文
化
財
に
つ
い
て

歴
史
文
化
資
料
に
つ
い
て

コ
ス
モ
ス
市
民
講
座
に
つ
い
て

0
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-6
92-
51
17

古
賀
市
青
少
年
育
成
課

古
賀
市
立
図
書
館

古
賀
市
学
校
教
育
課

古
賀
市
生
涯
学
習
推
進
課

0
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-9
44-
27
78

0
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-9
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11
76

0
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-9
42-
09
01

0
92
-9
42-
25
61

0
92
-9
42-
11
30

0
92
-9
42-
13
47

古
賀
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

古
賀
市
文
化
協
会

古
賀
市
商
工
政
策
課

市
民
活
動
支
援
・
人
材
登
録
に
つ
い
て

市
民
・
団
体
が
行
う
文
化
活
動
に
つ
い
て

古
賀
市
の
観
光
に
つ
い
て

青
少
年
活
動
や
児
童
館
に
つ
い
て

図
書
に
つ
い
て

誇
り
お
こ
そ
う

・
文
化
芸
術
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
、
団
体
の
活
動
等
の
情
報
を
収
集

し
提
供
し
よ
う
。

・
文
化
活
動
団
体
の
意
見
交
流
の
場
を
設
け
、
団
体
間
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
作
ろ
う
。 環
境
づ
く
り
を
し
よ
う

・
文
化
芸
術
活
動
を
と
お
し
て
、
自

己
の
個
性
を
起
こ
し
、
魅
力
を
興
し

て
元
気
に
な
ろ
う
。

・
公
募
型
補
助
金
の
募
集
を
い
か
し
、
文
化
活
動
団
体
の
活
性

化
を
図
り
ま
す
。

・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

・
古
賀
市
文
化
芸
術
振
興
計
画
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
全
戸
配

布
し
、
啓
発
を
行
い
ま
す
。

・
文
化
芸
術
活
動
を
と
お
し
て
、
古

賀
市
の
個
性
を
起
こ
し
、
魅
力
を
興

し
て
、
豊
か
で
誇
れ
る
ま
ち
を
作
り

ま
す
。

・
誇
り
高
き
、
豊
か
な
古
賀
市
を
次

世
代
に
引
き
継
い
で
い
き
ま
す
。

・
文
化
芸
術
活
動
の
情
報
提
供
、
収
集
、
発
信
、
交
流
や
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
を
担
う
拠
点
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

・
地
域
に
文
化
芸
術
活
動
を
推
進
す
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

・
文
化
芸
術
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
支
援
し
ま
す
。

・
本
計
画
を
様
々
な
機
会
に
啓
発
を
行
い
、
文
化
芸
術
に
関
す

る
意
識
啓
発
を
行
い
ま
す
。

ざ
わ
め
き
づ
く
り

～
観
光
・
産
業
振
興
と
文
化
～

・
他
部
局
と
の
事
業
連
携
を
図
り
、
情

報
を
共
有
し
、
新
し
い
発
想
の
事
業
を

検
討
し
ま
す
。

・
文
化
の
仕
掛
け
人
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
育
成
し
ま
す
。

・
「
ま
つ
り
古
賀
」
や
「
食
の
祭
典
」

な
ど
の
産
業
・
観
光
の
振
興
を
、
文
化

芸
術
活
動
で
支
援
し
ま
す
。

・
古
賀
市
の
歴
史
的
な
文
化
財
や
景
観

を
、
観
光
や
産
業
に
活
か
し
ま
す
。

・
文
化
芸
術
活
動
を
と
お
し
て
、
団

体
の
個
性
を
起
こ
し
、
魅
力
を
興
し

て
団
体
の
誇
り
を
お
こ
そ
う
。

・
豊
か
な
活
動
団
体
を
次
世
代
に
引

き
継
ご
う
。

今
こ
そ
、
文
化
芸
術
で
古
賀
市
を
元
気
に
す
る
時
で
す
、
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う

・
自
己
の
経
験
や
体
験
を
生
か
す
た
め
に
、
人
材
登
録
を
行
う
よ
う

に
努
め
よ
う
。

・
文
化
芸
術
を
い
か
し
た
生
活
環
境
を
作
ろ
う
。

古
賀
市
の
新
し
い
魅
力
を
興
そ
う
　
　
　

・
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
新
し
い
発
想
を
大

切
に
し
、
文
化
芸
術
の
魅
力
を
日
常
生
活
に
活
か

し
楽
し
も
う
。

・
異
業
種
の
団
体
と
の
交
流
を
深
め
、
活
動
内
容

や
エ
リ
ア
を
拡
げ
、
新
た
な
団
体
の
魅
力
を
つ
く

り
だ
そ
う
。

学
校
教
育
に
つ
い
て

文
化
芸
術
の
相
談
窓
口
に
つ
い
て







～ 文化芸術の花ひらくまち 古賀 ～ 

歴史・景観 

音楽・美術 

舞台芸術・芸能 

造形・創作 
暮らし・環境 

自然の恵み 

つどいの場 

まつり・イベント 

サンフレアこが 

エントランス 

オブジェ 

ロビー 

コンサート 

市民による 

音楽活動 ギャラリーバス 

リーパスプラザ 

市民ウォーキング 

興山園 

夕日時計 

ビーチ 

フェスタ 

プロムナード 

コンサート 

サンフレアこが 

盆綱引き 

放生会 

菜の花まつり 

市民音楽祭 

市内金融機関の 

ギャラリー 

五所八幡宮 

むーみんの木 

グリーンパーク 

清滝清流と 

桜並木 

エコロの森 

地域の公民館 

薬王寺 

水辺公園 

『筵内村「掟」』櫃 

蓋裏記載小箪笥 

青柳宿の街並み 

復元模型 

清滝仕掛水 

青柳宿 

西構口跡 

JR古賀駅西口 

ランタンオブジェ 

土曜夜市 

JR古賀駅東口広場 

オブジェ 

JRししぶ駅前 

オブジェ 

アートウォール 
 

子ども 

アート教室 

アートバス 

こども美術展 

クリスマス 

市民祭 

ハマボウまつり 

育林行動 

アダプト 

プログラム 

農業振興ヒーロー 

ヨメニコーン改 

図書館マスコット 

ことちゃん 
食の祭典 

古賀TV 

がこちゃん 

ユニバーサル 

デザイン 

魅力再発見 

プロジェクト 

コスモスプロジェクト 

馬渡・束ヶ浦 

遺跡墓地群出土品 

編集・発行   古賀市・古賀市教育委員会 

 

お問い合わせ 古賀市教育委員会 生涯学習推進課 文化・スポーツ支援係 

  〒811-3103  福岡県古賀市中央2-13-1 

  TEL  092-942-1347    FAX  092-942-1361  

  Mail shogaku@city.koga.fukuoka.jp 

市民の 

演劇活動 

文化祭 

童謡まつり 

芸術祭 

コガ 

クッキング 

ノート 

生涯学習講座 

アウトリーチコンサート 

みあけ 

史跡公園 

オブジェ 

夏越まつり 

ホタル 

窯元群 

薬王寺温泉街 

まつり古賀 

つながりひろば 

K-1グランプリ 

COSMOX 
古賀西小学校 

砂の芸術 

小山田斎宮 

古賀キッズブラス 

太鼓の活動 

馬具の出土 

クロスパル 

こが 

稚児行列 

千鳥ヶ池公園 

花鶴浜 鹿部山から 

の夜景 

はまぼう 医王寺と桜 

大根川の水辺 

五所八幡宮 

高麗鷹の絵

青柳宿 

灯篭 


